
令和７年６月

74号

　２月26日、矢部保健福祉センター千寿苑で、矢部高等学校林業科学科の生徒が考案・製作し
た第２弾「好きっ！通潤パズル」の完成披露式と記念講演会を開催しました。
　当日は約80名の来場者があり、矢部高校林業科学科２・３年生による第２弾パズルの紹介と、
監修された株式会社Re学の川畑智氏による講演会を行いました。会場では第１弾と第２弾のパ
ズル販売も行い、購入された方は「第２弾を待っていました。早速してみます。」と会場で開け
て楽しまれていました。
　令和３年度から始めた認知症予防ができる「好きっ！通潤パズル」の取り組みは、町内外で多
くの反響を頂き合計600個が制作されました。今後は甲佐町の障がい者支援センターあゆの里で
も製造・販売されますので、多くの方に使って頂けるようになります。矢部高校生の熱意と活躍
に感謝いたします。

お問い合わせ先
　〇第１弾パズル：障がい者支援センターあゆの里　☎096-234-4309　
　〇第２弾パズル（予約）：山都町社会福祉協議会　矢部事務所　☎0967-72-3211

第２弾の特徴を説明される
増田元輝さん

「好きっ！通潤パズル」完成！！祝
第２弾
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２
月
28
日
開
催
の
理
事
会
並
び
に
３
月
19
日
開
催
の
評
議
員
会
で
承
認
さ
れ

た
令
和
７
年
度
山
都
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
計
画
及
び
法
人
会
計
予
算
に
つ

い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
度
山
都
町
社
協
は
次
の
こ
と
を
目
標
に
取
り
組
み
ま
す
。

令
和
７
年
度山

都
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
計
画

令
和
７
年
度

社
会
福
祉
法
人
山
都
町
社
会
福
祉
協
議
会　

法
人
会
計
予
算
書

　
重
　
点
　
事
　
項

⑴
第
4
期
地
域
福
祉
活
動
計
画
に
沿
っ
た
事
業
の
実
施

⑵�

新
役
員
・
新
評
議
員
研
修
会
の
実
施
及
び
職
員
と
の
意
見
交
換
会

の
実
施

⑶
山
都
町
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の
継
続
実
施

⑷
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
本
格
受
託
準
備

⑸
介
護
保
険
・
総
合
事
業
の
研
究
と
適
正
な
経
営

⑹
行
政
及
び
関
係
諸
機
関
と
の
連
携
及
び
意
見
交
換
会
の
実
施

⑺
災
害
に
備
え
た
防
災
、
業
務
継
続
計
画
の
更
新

⑻
高
齢
者
福
祉
施
設
の
健
全
な
運
営

⑼
社
協
合
併
20
周
年
記
念
「
福
祉
ま
つ
り
」
の
開
催

⑽
福
祉
人
材
の
確
保

　

地
域
福
祉
活
動
推
進
の
た
め
の
各
種
事
業
に
つ
い
て
は
、
左
記
の

と
お
り
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

①
専
門
性
を
高
め
た
地
域
福
祉
事
業
の
推
進

②
山
都
町
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の
推
進

③
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業(

移
行
準
備)

の
実
施

④
地
域
支
え
合
い
活
動
の
推
進

⑤
地
域
福
祉
の
啓
発
と
人
材
育
成
・
発
掘

⑥
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
充
実

⑦
災
害
に
備
え
た
防
災
、
福
祉
支
援
体
制
の
強
化

⑧
経
営
基
盤
強
化
・
見
え
る
化
の
推
進

法人会計収入

（円)

会費収入 5,230,000

寄付金収入 3,040,000

経常経費補助金収入 22,548,000

受託金収入 50,159,310

共同募金配分金収入 1,600,000

事業収入 2,858,000

介護保険事業収入 93,186,000

障害福祉サービス等事業収入 1,686,000

受取利息配当金収入 10,000

その他の収入 230,000

拠点区分間繰入金収入 28,647,932

サービス区分間繰入金収入 19,116,000

前期末支払資金残高 113,475,000

経常収入計 341,786,242

法人会計支出

（円)

人件費支出 161,055,211

事業費支出 18,365,000

事務費支出 17,650,031

共同募金配分事業費 1,600,000

助成金支出 4,094,000

積立資金支出 1,095,000

拠点区分間繰入金支出 28,647,932

サービス区分間繰入金支出 19,116,000

当期末支払資金残高 90,163,068

当期末支払資金残高 111,834,782

経常支出計 341,786,242
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令
和
６
年
度
特
別
会
員
の
加
入
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、

左
記
の
団
体
・
個
人
様
よ
り
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。

地
域
福
祉
諸
事
業
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

順
不
同　

敬
称
略

会
　
社
　
名

代
表
者

住
所

（
株
）
平
山
商
店

平
山　
順
一
馬
見
原

 

蘇
陽
葬
祭
（
株
）

木
村　
修
生
馬
見
原

（
有
）
工
藤
石
油

工
藤
陽
一
郎
馬
見
原

（
有
）
マ
ル
カ
プ
ロ
パ
ン 

甲
斐　
　
哲
馬
見
原

 

長
久
寺

山
本　
剛
典
馬
見
原

（
株
）
共
生

吉
玉　
　
薫
馬
見
原

 

他
力
鮮
魚
店

他
力　
雄
二
馬
見
原

（
有
）
蘇
陽
調
剤
薬
局

岩
下　
琢
史
滝

上

（
福
）
蘇
清
会 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

蘇
望
苑

橋
野　
和
仁
滝

上

（
有
）
ヒ
ロ
セ
自
動
車

廣
瀬　
克
美
滝

上
(

株)

今
村
建
設

今
村　
将
文
八

木
 

阿
蘇
農
業
協
同
組
合 

蘇
陽
支
所

佐
藤
浩
一
郎

今

（
有
）
サ
ン
ク
ス
商
会

田
上　
文
寛

今

 

南
阿
蘇
交
通
（
株
）

深
瀬　
俊
一

今

 

阿
蘇
森
林
組
合 

蘇
陽
支
所

河
津　
宗
範

今

 

山
口
医
院

山
口　
省
之
菅

尾

（
有
）
ま
こ
と
薬
局

木
山　
　
誠
菅

尾

（
有
）
江
藤
自
動
車

工
藤　
豊
寛

柏

（
福
）
御
陽
会 

サ
ポ
ー
ト
ハ
ウ
ス
明
星
学
園

武
元　
典
雅
神
ノ
前

 

幣
立
神
宮

春
木　
秀
紀
大

野

 

食
彩
の
里 

ふ
し
み

岩
本
な
り
さ
柳
井
原

（
有
）
青
柳
自
動
車

青
柳　
高
義
大

平

（
有
）
古
閑
石
油

古
閑　
高
年
大

平

（
有
）
荒
木
自
動
車

荒
木　
孝
生
大

平

（
有
）
清
和
建
設

武
原　
公
洋
大

平

 

ニ
ュ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
デ
イ
リ
ー
ス
ト
ア
山
都
清
和
店

岩
本　
勇
次
大

平

 

上
益
城
農
業
協
同
組
合

田
原　
要
一
甲
佐
町
白
旗

会
　
社
　
名

代
表
者

住
所

（
一
財
）
文
楽
の
里
協
会

髙
橋　
稔
朗
大

平

（
有
）
佐
藤
商
会

佐
藤　
博
信
仮

屋

 

奥
村
塗
装

奥
村　
利
廣
仏

原

 

み
ず
た
ま
デ
ザ
イ
ン
（
株
）

小
坂　
　
寛
尾
野
尻

 

清
和
資
源

大
塚　
兼
雄
米

生

 

個
人

西
田　
孝
祐
米

生

 

個
人

前
田　
和
興
井
無
田

 

三
栄
開
発
（
株
）

薮　
　
隆
司
上

寺

（
有
）
甲
斐
工
業

甲
斐　
　
朗
上

寺

（
福
）
二
楽
会 

は
る
か
保
育
園

後
藤　
峰
晴
上

寺

（
福
）
日
生
会 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
浜
美
荘
佐
土
原
沙
弥
香

上

寺

（
有
）
エ
ル
ア
ン
ド
エ
ス
ミ
カ
ツ

飯
星　
美
勝
上

寺

（
医
）
杏
章
会 

矢
部
広
域
病
院

坂
本　
達
彦
下
馬
尾

 
緑
川
森
林
組
合

坂
田
鉄
太
郎
下
馬
尾

 

坂
本
動
物
病
院

坂
本　
充
生
下
馬
尾

 

三
栄
総
合
建
設
（
株
）

後
藤　
正
先
杉

木

（
株
）
ラ
ン
バ
ー
や
ま
と

渡
邉　
文
昭
杉

木

（
株
）
ま
ち
づ
く
り
や
べ

西
田　
　
毅
男

成

 

眞
乗
寺

真
野　
円
理
男

成

（
福
）
愛
郷
会 

御
岳
保
育
園

藤
山
誠
八
郎
男

成

（
有
）
大
谷
清
掃
公
社

大
谷　
啓
之
金

内

 

藤
岡
建
設

藤
岡　
孝
行
川

野

（
医
）
幸
翔
会 

瀬
戸
病
院

瀬
戸　
浩
司
北
中
島

（
福
）
蘇
南
会 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
矢
部
大
矢
荘

瀬
戸　
浩
司
北
中
島

 

山
下
で
ん
き

山
下　
雄
一
下

市
 

山
都
町
商
工
会

田
辺　
成
一
下

市

（
有
）
ま
る
は
タ
ク
シ
ー

浜
田　
征
紀
下

市

会
　
社
　
名

代
表
者

住
所

（
株
）
山
都
水
道
機
工

荒
木　
大
介
下

市

（
株
）
坂
本
建
設

橋
本　
博
美
下

市

（
株
）
旅
企
画
山
都

梶
原　
博
之
下

市

 

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園 

明
光
保
育
園

赤
星　
光
洋
白
小
野

 

ラ
フ
ィ
ー
ヌ　
や
ま
び
こ

緒
方　
令
則
新

小

（
株
）
み
ず
ほ
環
境
公
社

高
畑　
博
史
城

平

（
医
）
髙
田
会 

髙
田
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

髙
田　
憲
志
城

平

（
福
）
徳
生
会　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　
風
ノ
木 

上
田　
公
成
千

滝

（
株
）
尾
上
建
設

千

滝

（
一
社
）山
都
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

後
藤　
康
喜
千

滝

 

西
海
寺

高
村　
尚
丸
長

原

（
有
）
坂
梨
薬
局

坂
梨　
　
光
浜

町

（
株
）
協
信
工
業

田
辺　
成
一
浜

町

（
医
）
潤
幸
会　
伴
病
院 

永
本　
展
英
浜

町

（
株
）
肥
後
銀
行 

浜
町
支
店

西
村　
仁
志
浜

町

（
名
）
ミ
ズ
ノ
文
昌
堂

水
野　
鋭
一
浜

町

 

有
限
責
任
事
業
組
合 

山
都
交
通

深
瀬　
俊
一
浜

町

（
医
）
皆
晴
会 

野
田
医
院

野
田　
秀
喜　
浜

町

 

本
さ
つ
ま
や

岸
本　
竜
彦
浜

町

 

野
田
歯
科
医
院

野
田　
和
宏
浜

町

 

片
山
生
花
造
花
店

片
山　
　
裕
浜

町

 

矢
部
開
発
（
株
）

上
田　
　
信
南

田

（
有
）
泉
金
物
店 

ビ
ッ
グ
セ
イ
コ

泉　
　
義
人
南

田

 

西
邦
電
気
工
事(

株)

山
都
営
業
所

井
手　
健
吾
南

田

 

九
州
日
誠
電
氣
（
株
）

河
原　
康
文
南

田

 

山
都
町
社
会
福
祉
協
議
会
役
員　

10
名

 

山
都
町
社
会
福
祉
協
議
会
職
員

４
名

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
６
年
度 

山
都
町
社
会
福
祉
協
議
会 

特
別
会
員
紹
介
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　令和７年度から令和11年度までの５ヶ年間の第３期山都町地域福祉計画・第４期地域福祉活動計画を町と共同で
策定しました。山都町に住むすべての方々が住み慣れた地域で自分らしく暮らし、仲間づくりを通し
て協力しあえる地域になることを目指して、住民の皆様、行政、各関係機関とより一層の連携を行い、
地域福祉活動を推進して参ります。

　３月14日、山都町30地区福祉会長会議を開催しました。年度内最後の会議という
ことで、今年度の福祉会活動の振り返りを行った後、代表して３つの地区より１年
間の活動について発表いただきました。悩みながら活動に取り組んだことや課題と
感じたこと、次年度に向けての抱負など福祉活動への熱意が伝わる発表で、参加者

からは「３地区とも素晴らし
い活動で自分の地区でも頑張
ろうと思った」「それぞれの
地区で特色ある活動をされて
おり意欲を感じた」との感想が聞かれました。また、地域課
題に対する意見も多く上がり、町社協として福祉会と共に考
えていかなければならないと感じました。

　「聞き書き甲子園」は、全国から選ばれた高校生が
日本各地域の森・川・海の名人を訪ね、１対１で聞き
書きするプロジェクトです。山都町では７名の名人が
取材を受けられ、２名の高校生が環境大臣賞と審査員
特別賞を受賞されました。社協からも、高橋東男（さ
きお）氏（蘇陽地区）、中村豊光氏（矢部地区）の２
名を推薦しました。高橋氏は竹細工の名人として水俣
高等学校の生徒が取材をされ、「緊張したが話しやす
く、慣れている手つきで１つ１つ丁寧に作業されてい
て長年の経験を肌で感じることができた。」という感
想が聞かれました。また、中村氏は巻柿づくりの名人
として鹿児島女子高等学校の生徒が取材をされ、審査
員特別賞を受賞されました。

計画の基本目標
みんなでつくる　向こう三軒両隣　しあわせ笑顔の山都町

　①地域福祉の啓発と人材の活躍
　　・支え合い意識の啓発　　・自助力の充実、健康づくり

　②地域支え合い活動の推進
　　・30地区福祉会活動　　  ・生活課題の多様化、複雑化の情報共有
　　・防災、防犯をテーマに地域の取り組みの推進

　③関係機関との連携・協働
　　・専門機関連携による課題解決の充実　　・地域の社会資源の連携

計画の３つの柱と展開項目

第4期山都町地域福祉活動計画を策定！！

令和６年度 第３回山都町30地区福祉会長会議開催

聞き書き甲子園

高橋東男 氏

小峰地区　下田会長

中村豊光 氏

山都町社協だより 4



氏　名 異動後の職名 異動前の職名
山村　哲也 事務局長 総務課長

飯星　節子 事務局次長　兼　総務課長 事務局長

松本　龍子 介護保険事業課長　兼
居宅介護支援事業所　管理者 介護保険事業課長

緒方千代子 通所介護事業所　管理者 通所介護事業所　介護職員

川端有希子 総務課　係長 総務課　主任

枝尾　由佳 地域福祉課　主任福祉活動専門員 地域福祉課　福祉活動専門員

山崎　元気 山都町役場福祉課（出向） 社会福祉士 地域福祉課　福祉活動専門員

令和７年４月１日付けで人事異動を行いましたので、お知らせいたします。

新 規 採 用

　　　職員人事異動のお知らせ（令和７年４月１日付け）

　

令
和
７
年
度
よ
り
飯
星
事
務
局
長
の
後
任
と
し
て
事
務
局
長
を
拝

命
致
し
ま
し
た
。

　

日
頃
よ
り
、
山
都
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
に
お
き
ま
し
て
、

町
民
の
皆
様
、
30
地
区
福
祉
会
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
、

そ
の
他
関
係
団
体
な
ど
当
社
協
に
関
わ
る
皆
様
に
ご
理
解
や
ご
協
力

頂
き
ま
し
て
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

山
都
町
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
は
、
暮
ら
し
の
中
で
日
常
的
な
交

流
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
見
守
り
や
支
え
あ
い
の
基
盤
と
な
っ
て
い

ま
す
。
山
都
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い
て
も
、
地
域
社
会
の
長
い

歴
史
の
中
で
培
わ
れ
て
い
る
見
守
り
支
え
合
い
を
し
っ
か
り
認
識
し

な
が
ら
、
町
内
の
関
係
機
関
や
団
体
と
の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

充
実
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
少
子
高
齢
化
の
進
む
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
山
都
町
内
に

は
多
様
な
伝
統
と
文
化
が
あ
り
様
々
な
特
技
を
お
持
ち
の
「
地
域
の

名
人
さ
ん
」
も
多
く
お
ら
れ
ま
す
の
で
、
地
域
福
祉
の
担
い
手
と
し

て
地
域
活
動
の
場
面
で
活
躍
い
た
だ
き
住
民
同
士
の
繋
が
り
を
推
進

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

時
代
と
共
に
人
の
暮
ら
し
も
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
が
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
「
ふ
だ
ん
の
暮
ら
し
の
幸
せ
」
を
応
援
す
る
こ
と
を
基
本
理

念
に
社
会
福
祉
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

４
月
か
ら
、
山
都
町
社
会
福
祉
協
議
会

に
入
職
し
ま
し
た
、
大
森
玲
佳
と
申
し
ま

す
。こ
れ
か
ら
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が
、
つ
な
が
り
、
お

互
い
に
支
え
合
い
な
が
ら
、
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
の
で
き
る
町
を
、
皆
さ
ん
と
一

緒
に
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り

で
す
が
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

４
月
か
ら
新
規
採
用
に
て
清
和
本
部　

地
域
福
祉
課
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
福
岡
玲

依
菜
と
申
し
ま
す
。

　

自
然
豊
か
で
落
ち
着
い
た
こ
の
山
都
町

で
働
く
こ
と
が
出
来
て
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
山
都
町
に
つ
い
て
ま
だ
知
ら
な
い
こ

と
も
多
い
で
す
が
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
お

力
に
な
れ
る
よ
う
、
社
協
の
職
員
と
し
て

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

局
長
挨
拶

事
務
局
長

　
　
山
村
　
哲
也

大森  玲佳福岡  玲依菜
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法律相談日のご案内
　6月～ 9月の法律相談は下記のとおりになります。
　ご確認の上、お越しください。

法律相談 原則毎月第３木曜日　弁護士による無料相談を実施。

時　　間 午前10時～午後３時まで（祝日及び年末年始は除く）

※�福祉相談につきましては、平日（祝日は除く）の午前10時から
午後３時まで社協各事務所で常時開設し、職員が対応いたします。

※�都合により開催日・開催場所が、変更になる場合がありますので、
防災無線及び社協各事務所で確認のうえ相談においで下さい。

6 19 木 蘇陽 蘇陽支所

7 17 木 矢部 矢部保健福祉センター千寿苑

8 21 木 清和 支援ハウス清楽苑

9 18 木 蘇陽 蘇陽支所

　今回から広報誌を担当することとなり、今回初めて
かたくりの作成に携わらせていただきます。山都町社
協に入職してまだ間もないため、至らない点も多々あ
るかと思いますが、地域の皆様に親しんでいただける
広報誌を目指して、１つ１つ学びながら取り組んで
まいります。お気づきの点やご意見等ありましたら、
ぜひお気軽にご連絡ください。
　どうぞよろしくお願いいたします。� （担当者）Ⓕ

編集後記

　今年度も５月から赤十字会員運動が始まります。山都
町でも区長、組長、世話係の皆様を通して運動を実施い
たします。会費は１世帯500円です。お寄せいただいた
会費は被災地支援や子どもたちに対する防災教育などの
日本赤十字社の活動に役立てられます。皆様のご理解と
ご協力をお願い致します。

　本会のホームページをご覧いただきありがとうござい
ます。
　令和７年４月１日より、ホームページをリニューアル
しました。情報をより分かりやすくお伝えするため、デ
ザインや構成を一新いたしました。
　これまで以上に、内容の充実はもちろ
ん、皆さまに情報を分かりやすくお伝え
できるよう努めてまいります。どうぞよ
ろしくお願いいたします。

　２月９日、令和６年度熊本県健康づくり県民会議表彰
式がくまもと県民交流館パレアで行われ、大野フラワー
会（蘇陽地区）が地域活動部門において表彰を受けられ
ました。
　表彰式では、地域の子どもたちと高齢者の世代間交
流、健康づくりや体力づくり、手工芸品の作製・販売等
の活動について発表されました。高齢化が進み会の形は
変わったものの、
気の合う仲間と互
いに助け合い、知
恵を出し合いなが
ら活動を続けてい
きたいとの思いを
語られました。

　今年度も８月から山都町全世帯を対象に一般会費への
ご協力をお願いいたします。
　会費は一世帯千円です。会費については「住民主体」
の原則のもとに、地域福祉活動・見守り活動の推進のた
め活用させていただきます。
　並びに、特別会費へのご協力もお願いいたします。
　町民の皆様方のご協力とご支援をよろしくお願いいた
します。

　山都町社協では、ボランティア活動に対応する保険の
申し込みを受け付けています。日常のボランティア活
動、災害ボランティア活動など、活動する個人・団体を
対象としています。
　なお、保険の種類によって保険料などが異なります。
お気軽にお問い合わせください。
○保険期間
　令和７年４月１日から
　令和８年３月31日まで

日赤会費納入のお願い

ホームページリニューアルのお知らせ

大野フラワー会表彰

「令和６年度実績」
　4,400件　　２,208,169円

「令和６年度実績」
　4,363件　　4,363,000円

山都町社会福祉協議会一般会費のお願い

令和７年度ボランティア活動保険のご案内

基本プラン 350円
天災プラン 500円
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